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「震災から今日まで…」小動物における動物救護活動について
Animal Rescue Operations for Small Animals - since the earthquake up until today

福島県動物救護本部／千葉小動物クリニック 獣医師・河又  淳
Jun KAWAMATA, Veterinarian, Great East Japan Earthquake Disaster Animal Rescue Task Force, 
Chiba Small Animal Clinic, Fukushima City

○河又先生

　ただいま御紹介にあずかりました、福島で開院して

おります河又と申します。

　　私、震災とか全く素人で、突然こんなことになっ

て自分でもうまく話はできないんですけれども、現実

的に今まで起きてきたことを時系列というか、時の流

れとともにお話をさせていただきます。

【スライド 1】

【スライド 2】

　今回、さっき先生からもお話ありましたとおり、マ

グニチュード 8.8 ですか、震度７と、国内史上では初め

ての最大のものということで、福島市は震度６弱くら

いだったんですけれども、病院の中は、うちの病院は

壊れはしなかったんですけど、病院と自宅はもうめちゃ

めちゃになりまして、足の踏み場もない状況だったと

いうことで非常に唖然としていたんですけれども、た

【スライド 3】

だ、病院壊れなかったもんですから何とか診療は続け

ながらも今日に至るという状況であります。

　これ福島の太平洋側の南相馬市というところなんで

すけれども、これ津波のときの写真なんですけれども、

非常に宮城や岩手とかもっとひどかったと思うんです

けれども、福島もこのように非常に津波に民家がもう

のみ込まれていくという状況です。非常に大変な状況

になりました。【スライド 2】

　津波が去ってこのとおりといいますか、瓦れきの山

というか、地平線になっちゃったという状況です。道

路なんかも完全に寸断されて、鉄道もだめと、いわゆ

るインフラはほとんど壊れてしまったと。水は当然、

福島でも 10 日くらい、浜のほうはもっと長かったよう

なんですけれども、停電は２日くらいだったんですけ

れども、水はずっと出なくて、もう毎日、10 キロ、20

キロ走って、病院も水を使うもんですから、井戸水を

もらいに山のほうの民家に行ったりとか、そんなこと

をしながら病院を続けたり、自分たちの生活も水がも

うないもんですから、皆さん御存じのとおり、どこに

行っても水も食べ物もないという状況になりました。

【スライド 3】

　これ第一原発の１号機です。３月の地震の翌日、３

月 12 日には１号機、３月 14 日には３号機、３月 15

日には２号機と４号機がことごとく爆発していったと。

これ意外に地元では放送されずに、報道制限されてい
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【スライド 4】

たのか全く、煙が出てるとかそういったレベルで、余

り細かい情報は伝えられませんでした。【スライド 4】

【スライド 5】

　これはさっき伊藤先生からもお話あったとおり、こ

の輪郭が福島県です。私の住む福島はここなんですけ

れども、第一原発。第二原発というのはもうちょっと

南にあるんですけれども、非常に最初、北西にかなり

高いレベルの放射線が飛んで、その後、南下していくと。

ちょうど福島を境目にずっと南下して、北関東に流れ

ていくと。こんな形で、これ４月の段階なんですけれ

ども放射線が流れていく状況です。【スライド 5】

【スライド 6】

　これ参考に引っ張ってきたものなんですけれども、

世界の原発というのはどんな分布をしているのかとい

うことで調べたんですけれども、日本はほとんど日本

地図が見えない状況です、ここです。ヨーロッパと北

アメリカと、非常に今回、たかだかと言っちゃ何です

けれども、ここの１個の原発が爆発しただけで世界が

もう汚染されたと言われるくらい大ごとになってしま

うと、これはやっぱり考え直さなければいけないのか

なとは思ってます。【スライド 6】 【スライド 7】

【スライド 7】

【スライド 8】

　これ、さらに日本の中での原発の分布です。これが

全部原発で、赤いプロットが火力発電所、あと青いの

が水力ですか。ごらんになっておわかりのとおり、今回、

爆発した第一原発、これ４棟、みんな爆発したんです

けれども、この大きいのが６号機とか、第二原発とい

うのは非常に出力の高いところですんで、ここが爆発

したらもっと大変なことになったんじゃないかと思っ

てます。ごらんになっておわかりのとおり、火力発電

所なんていうのはやっぱり海沿いです、東北から関東

にかけての太平洋側に非常に多いということがわかり

ます。【スライド 8】

　これ、亡くなった方とか行方不明者の数なんですけ

れども、ごらんになっておわかりのとおり、やはり宮城、

岩手は多くの方が亡くなったり、行方不明とか避難者

が多いんですけれども、福島はあくまでも１月 17 日現
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在ということで、亡くなった方とか行方不明者がいる

んですけれども、実際もっと行政が発表したのとかな

り数が食い違っていて、行政はこの１月 22 日の段階で

1,900 名くらい亡くなっているとか、まだ行政が落ち

ついてないという感じです。福島県はいまだに福島県

を脱出する人が多くて、現状で福島県の避難者、県内

への避難者が３万人と、県外に行かれた方が６万人と、

福島県というのは 200 万人くらいの人口ですんで、３％

ぐらいが県外に脱出したということになります。

【スライド 7】

【スライド 9】

　ここで緊急災害時動物救援本部というのが立ち上

がって、３月 14 日から活動してるんですけれども、愛

護協会と福祉協会と愛玩動物協会、日本獣医師会とこ

ういうチームがあって、こういう災害時にいろんな支

援をするという救援本部というのがあります。【スライド9】

【スライド 10】

　私も詳細は知らないんですけれども、ここの救援本

部、さまざまな活動をしていて、こういった情報収集を

したり、物資を支援したりとか、こういうタスクフォー

スを結成していろんな活動、一時帰宅に合わせた動物

の保護の活動の支援をしたりとか、避難所訪問、義援金、

あと大事な。あと救援本部シェルターというのがあり

まして、この間、閉鎖したんですけれども、独自にシェ

ルターをつくって 20 キロ圏内、いわゆる警戒区域内の

動物を保護したりとか、募金活動とか、いろんな活動

をされていて、当然、福島県にも多大なる御支援をい

ただいております。【スライド 10】

【スライド 11】

　今の救援本部に対してというか、これを受けて福島県

は救援ではなく救護本部というのをつくりまして、こ

れ福島県の食品衛生課と、ここが本部長を担って、福

島県獣医師会は副本部長ということでやっております。

あと郡山市、いわき市といういわゆる中核市、あと福

島県にいろいろ支援をしているボランティアの団体と、

この５団体で福島県の動物救護本部というのをつくっ

ております。これ岩手、宮城は獣医師会が本部を担っ

て、県とは協定を結ぶという形なんですけれども、福

島県の場合は平成 19 年だったと思うんですけれども、

19 年に福島県が阪神・淡路等を参考にいわゆる動物の

防災マニュアルをつくっていると。それに基づいて県

が指揮をとって獣医師会に協力依頼をすると、そういっ

たマニュアルがあって、それに基づいてこのような救

護本部というのをつくってやっております。【スライド 11】

【スライド 12】

　福島県の救護本部というのはどんな活動をしている

のかというと、いろいろあるんですけれども、こういっ

た形で４月 15 日につくって義援金を募集したりとか、

あと、いわゆるここ、福島の第１シェルターというも
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の、これを４月につくって動物を保護して。ただ、福

島のシェルターというのは福島県の抑留所が一部流さ

れたところがあったもんですから、その機能も一緒に、

そこの動物も一緒に保護しているということで、ちょっ

と複雑な運営になっております。

　ここが福島県は独自に開設届を出して県職員がワク

チンを打ったりとか、そんなことをして福島県獣医師

会に対しての支援の依頼というのは非常に手間取って

しまった。これは福島県自体が非常に混乱をしている

ということとか、県職員が部署を超えて遺体回収とか、

20 キロ圏内のさまざまな作業をしているということが

あって、なかなか動物に対しての動きがおくれたとい

うか、そういう状況がありました。

　そんなこともあって、それ以降は、きょう山口先生

もいらっしゃいますけれども、ずっと環境省さんと会

議が続きます。これ以降も福島県と獣医師会の会議と

いうのは何度かは行ってはいるんですけれども、なか

なかスムーズには事が運ばない。余りにもやっぱり起

きたことが大きいということで、会議ですんなり取り

決めて事を運ばせるというわけにはなかなかいかない

状況です。【スライド 12】 【スライド 13】

　さらに今の救護本部以外に福島県獣医師会としても

何をしていたのかというと、いわゆるペット救済支援

【スライド 13】

【スライド 14】

【スライド 15】

センターということで、福島県獣医師会は七つの支部

に分かれているんですけれども、そこで独自に同行避

難している動物とか、そういうものをどうするかとい

うことで、福島とか郡山という地区はこれから先、説

明しますけれども、避難所に動物の収容施設をつくっ

て、そこで管理をしたりとか、あと巡回して健康相談

等を行っていると。これ以降、各動物病院でも同行避

難してきた動物とか、そういうものを一時預かりを行っ

たり、治療の支援で最初、県獣単独でやってたんです

けれども、だんだんやっぱりお金も厳しくなってきて、

救援本部さんにお願いして、５月 18 日以降は救援本部

さんのお世話になって治療助成ということで、これ名

前は変わってるんですけど、ここはいわゆる飼い主不

明の動物たちの治療もさらに拡大をして助成している

と。ただ、この治療助成に関しては去年の 10 月ごろで

もうお金がなくなって、福島県獣医師会としてもちょっ

とできないということで打ち切っております。あとシェ

ルターに保護された動物の健康管理を行うと。これは

一部、環境省さんに志願して、20 キロ圏内の活動を手

伝うという獣医師もおります。

　それが今、これもまた会議の話になるんですけれど

も、ここは山口先生に御臨席いただいて、福島県の動

物救護本部をつくるまでの会議とか、これ原子力災害

対策、現地の本部長と環境省、県との中で一時帰宅に

合わせた動物の保護というのがあったんですけれども、

それ以外に単独で 20 キロ圏内の動物の保護ができない

かということでいろいろ会議を練っております。

【スライド 14】 【スライド 15】

　これ、多くの避難者が福島とか郡山という比較的大

きな都市に避難者が集まっていったということで、ま

ずは福島市の避難所、あづま総合運動公園、ここはマッ

クスで 2,500 名避難しておりました。

　これが全体図は広すぎてとらえられないんですけれ

ども、山根会長が４月に来られて、ここに何か福島県
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【スライド 16】

自体は基本的に動物の同行避難というのは余り推奨し

なかったもので、それでも当然、かわいがってる方は

動物を同行して避難しているんですけれども、こういっ

たいわゆる人の避難所には動物は入れてはだめという

ことで、どこの避難所も動物は入れることができなかっ

たということで、この施設の中にどっかに動物を保護

するスペースとか建物がないかということで山根会長

らといろいろ相談をしていたんですけど、なかなか会

場が場所を提供してくれないといいますか、それどこ

ろではないと、人のほうで必死です、中はこのような

状況で、もう全然パーティションもないような状況で、

非常に１日に当初はお握り１個とかあめ１個とか、非

常に厳しい状況でありました。なかなかこの中で我々

行ったときに動物の話をしたら、施設の方にえらい怒

られて、何を言ってるんだと、動物どころじゃないだ

ろうということで、わからないではないんですけれど

も、そういった動物自体を考えることもなかなかでき

ないと、行政側も非常に厳しい状況でした。【スライド 17】

　こういった形で、こっちで炊き出しをしてるんですけ

れども、いろんなボランティアの方が来られて、毎日

のように炊き出しをしてるんですけれども、御飯にあ

りつくまで１時間ぐらい、こうやって並ぶと。これを

１日３回やるわけです。３回、皆さん、段ボールの箱

を持って並んで、３人家族だったら３人分もらってく

るわけです、これを毎回するわけです。外出して、も

う一回、ここの会場に入るとなると、線量測定をすると、

こういった状況です。もう人種差別ではないんでしょ

うけども、こういった形で非常にすごい違和感があり

ました。【スライド 18】

　うちの病院で３月の後半くらいから定期的にこう

いった避難所を巡回をして、治療とかではなくて、何

か困ったことはないでしょうかということで会場にお

願いして、こういったテーブルを準備していただいて、

動物を飼われてる方の相談会を行っております。なか

なか同行避難された方たちは、いわゆるお上の指示に

背いたと、同行避難、余りしちゃいけないということ

で動物連れてきてるもんですから、車中に動物がいる

ことを言わないんです、正直に。言ったら何か保健所

に連れて行かれちゃうとか、安楽死されるとか、いろ

んな情報が錯綜していて、なかなか動物がいるという

ことをおっしゃらない方が多かったという状況です。

【スライド 19】

　これ一見のどかな写真なんですけれども、天気のい

い日はこうやって広い駐車場があるんですけれども、

わんちゃんとか出してひなたぼっこさせてると、これ

【スライド 17】

【スライド 18】

【スライド 19】
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決してのどかな光景ではなくてかわいそうな光景です

よね。【スライド 20】

　　たまたま出くわして、東京から来た移動トリミン

グの方たちが来られて、シャンプーを無料でやってあ

げるということで非常に喜ばれておりました。
【スライド 21】

　こういった形で、ここのあづま総合運動公園というと

ころにペットのコーナーというのが一応あって、県と

かいろんなボランティアさんがフードとかペットシー

ツ、あと預かってあげますよといういろんな張り紙を

したりとか、こんなことがありました。ただ、ここの

【スライド 20】

【スライド 21】

【スライド 22】

施設の話ではドッグフードをここにいっぱい置くと一

瞬にしてなくなってしまうと。いろんな人が持っていっ

ちゃうんです。わからないではないんですけど、なか

なかやればやったでいろんな問題が生じるということ

です。【スライド 22】

【スライド 23】

【スライド 24】

　この施設、福島市のあづま総合運動公園の中に何かそ

ういう車中泊をしてる動物をどっか落ちついて預かれ

る施設をつくれないかということで、会場に何度かお

願いをしていたんですけれども、なかなかよい返事が

返ってこなくてちょっと押し問答をしていたんですけ

れども、やっと一部、最初、福島県にお願いしたらテ

ント２個、５メートルぐらいのテント二つと、あとケー

ジは何個かやるということだったんですけれども、まだ

寒い時期だったもんですからそうもいかんだろうとい

うことで、どうしようかということでいろいろ考えて

いて、ここのあづま総合運動公園の駐輪場、ここ意外

に駐輪場にしては立派なんですけれども、ただ、駐輪場、

ほとんど、３分の１駐輪場で、３分の２は福島で以前、

国体をしていたときのいろんな鞍馬とか、そういう荷

物でびっちりであけられないということでちょっと拒

否をされたんですけど、何度かお話ししてて、ここの

真ん中３分の１だったら何とかするということでお借



72 りぶ・らぶ・あにまるず  神戸アニマルケア国際会議 2012

【スライド 25】

【スライド 26】

【スライド 27】

【スライド 28】

りすることになりました。このように間仕切りをして、

下に張り物をしたりとか、色を塗ったりとか、これ実際、

私がやったのではなくて、東日本ペット緊急救援チー

ムというのがありまして、石巻で活動されていたよう

なんですけれども、福島に来られて全部やってあげる

よということで、すべてお願いしてしまった状況です。

【スライド 23-25】

　これ６月です。やっと完成をしてオープニングとい

うか、その状況なんですけれども、あくまでもここに

動物を預ける人たちの自治会をつくって個々管理する

ということで、いわゆる自治会長のおじさんなんです

けれども、この方も避難者です。この方も猫ちゃんと

一緒に同行避難をして、なかなかさっきの避難所の中

には入れずに車中泊をしていたんです、このおじさん

も一緒に動物と。エコノミークラス症候群になったり

とか、それで復帰してこられて、自分がみんなを管理

してやるということで申し出ていただいて、いろいろ

説明会、こんなルールで動物を飼うんだよということ

でお話しして、これは会場の施設の責任者です、こん

な説明会をやっております。

　これ、ちょっと派手なんですけども、今の駐輪場の

ドッグビレッジですか、わんちゃんの施設です。中はこ

ういった形で 20 頭くらい入れる状況で、ここにケージ

があって、上に飼い主さんのいろいろ荷物を置けるよ

うな状況になっております。ここはトリミングルーム

というか、シャンプーをしたり、お湯もちゃんと出る

もんですから、トリミングルーム的なもの。一応、各

所にエアコンをつけて空調もちゃんとして、結構、駐

輪場にしてはきれいな、もともとこれはコンクリート

打ちっ放しの施設なんですけど、こんな形にできまし

た。【スライド 26-8】

【スライド 29】

　これは隣の芝生というか、そこに猫ちゃんのプレハ

ブなんですけれども、こういった形で、決して広くは

ないんですけれども、こんな形で、こっちもちゃんと
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エアコンを完備して猫ちゃんの施設としてつくりまし

た。【スライド 29】

　これ、でき上がったときの写真なんですけど、チー

ムの皆さんとここのあづま総合運動公園の理事長さん、

よくやってくれたということで非常に完成以降は協力

的にお手伝いいただきました。【スライド 30】

　これ、途中で測定した、私、ずっとこれは入れてて、

こんなんなっちゃったということでちょっとびっくり

して、これ以降、もうスイッチを切ってしまった状況

です。【スライド 31】

　これはつくっていただいたチームの車です。ここに

寝泊まりをする方もいたりとか、こんな形でやってい

ただきました。【スライド 32】

　翌日に当然、ここに入る前にみんなワクチンをやっ

たりとか、虫下しをやったりとか、ノミとかやっては

いたんですけど、直前の健康チェックということで行っ

たんですけれども、マスコミが殺到して診療にならな

いという状況です。【スライド 33】

【スライド 30】

【スライド 31】

【スライド 32】

【スライド 33】

【スライド 34】

【スライド 35】

　もう一個の郡山市の避難所です、ビッグパレットふ

くしま。ここは今の福島市のあづま総合運動公園より

も大きくて 2,700 名、マックス時は、それだけの方が

避難されておりました。非常にこれは大きい施設です。

こういった形で通路にも人があふれていると。中もこっ
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ちはパーティションあるからまだいいのかもしれませ

んけれども、いずれにしても大変な状況です。

【スライド 34-35】

　郡山市の動物の施設はどういう状況かというと、こ

こは中核市である郡山市が独自に近くの市町村からテ

ントを借りて、テント三つ、大きいわんちゃん、小さ

いわんちゃんと猫ちゃんと三つのテントでこのように

動物を管理している状況です。

　これ余談なんですけれども、おふろなんです。自衛

隊がお湯を持ってきて、着がえをしたりする前室があっ

て、この奥のがおふろです。ここ女子です。決して広

くはないおふろです、ここ 2,700 名ですから。ちょっ

と考えると厳しい状況です。【スライド 36-37】

　たまたま私が行ったときには郡山市の獣医師会がこ

のように健康相談会ということで大盛況です、非常に

多くの方が並んでワクチンをしたり、困ったことを相

談したりとかしていると。ただ、いつまでもテントと

いうわけにいかないだろうということで、郡山市とか

避難してる自治体の方とかちょっと相談をして、ここ

の施設の中にもうちょっと何かできないかということ

で相談してる光景です。

　これ今の郡山市とは別に原発から９キロで被災され

た獣医師なんです、御夫婦で獣医師でいるﾜﾀﾅﾍﾞ先生と

いう方なんですけれども、この方は本当に富岡という

ところで被災して、みずからが患者さんの動物を預かっ

て連れてきてると。当然、入院してた動物もいっぱい

いるようで、それも連れて、奥さんの実家、郡山市な

んですけれども、そこの一部、近所の納屋を借りてこ

うやって、これ飼い主がいるからシェルターとは言わ

ないんでしょうけれども、こういう施設を自主運営さ

れてるんです。もう被災していながらも自分でフード

とか薬とか調達をしてやってるという状況です。
【スライド 38-39】

【スライド 36】

【スライド 37】

【スライド 38】

【スライド 39】 【スライド 40】
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　こういった、よくあるんですけど出産とか、こうい

う大型犬がいたりとか、こんな状況です。【スライド 40】

【スライド 41】

【スライド 42】

　これは福島市の近郊にあります飯野というところに

ある第１シェルターです。ここもいろんな貸し倉庫で

始まったものですから、決して見た目もいいわけでも

なく、管理が決して褒められる環境でもないんですけ

れども、それでもやらざるを得ない状況ですんで、こ

こマックスで 200 頭を超えるくらいのわんちゃんがい

たりとか、そんな状況になりましたけれども、それで

も管理する人も少ないながらも一生懸命、一応やって

おりました。いろんなおしかりとかあったんですけれ

ども、どうなんでしょう、もうこうせざるを得なかった、

あくまでも福島県がどうしても管理している状況の中

ですんで、余りにもやわらかくは管理はできないとい

う、四角四面といいますか、そんな状況で、獣医師会

はもうちょっと何とかできないのかなというジレンマ

はあったんですけれども、やっぱり県は県の判断で行っ

ていたという状況です。【スライド 42】

　ここもさっきお話ししたとおり、獣医師会へのここの

支援の依頼が５月中旬ですから、なかなか獣医師会も

入り込めずにいて、この６月で我々が入ったのが多分、

獣医師会として初めて入った瞬間です、これは。こん

な状況で決していい環境とは言えませんけれども。

【スライド 43】

【スライド 44】

【スライド 45】

　ここは建物が三つあって、今のわんちゃんがいる建

物と、あと猫ちゃんのいる建物と、あと倉庫と三つ建

物があるんです。これ決して弱ってる写真ではなくて、

一時帰宅に合わせて入ってきたばかりのわんちゃん

です。非常に殺気立ってるというか、この子なんかは

ちょっと脱水しています、非常に状態はよくないです。

　これ倉庫です。本当に全国各地から、あと救援本部

さんから多くの御支援をいただいて、こういった本当

に物に困ってないわけではないんですけれども、比較

的物資は順調に送られてきております。【スライド 43-45】

　これ猫ちゃんの施設です。ここも決して広くはない

んですけど、雨漏りしたりとか、屋根に穴あいていた
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【スライド 46】

【スライド 47】

りとか、そういうことはあるんですけど、これ事務所

と言っちゃお粗末なんですけれども、ここでスタッフ

がちょっと休んだりしているという状況です。
【スライド 46】

　こんな汚いところにもＵＣ　Ｄａｖｉｓから田中亜

紀先生がシェルターメディシンということで視察に来

ていただいて、管理してる獣医師にいろんなレクチャー

をいただいたりとか、これ以降も４回くらい、帰国す

るたびに福島に来られて現地を訪問して、ここ、こう

して、ああしてということでアドバイスをいただいて

おります。【スライド 47】

【スライド 48】

【スライド 49】

　20 キロ圏内の今ということなんですけども、私も１

回しか入ったことないもんですから偉そうなことは言

えないんですけれども、ざっくり僕みたいな素人でも

見てどう感じたかということをお話しします。

　これは８月の段階なんですけれども、福島県の報告

としては 20 キロ圏内、いわゆる警戒区域の中にはわん

ちゃん、猫ちゃん、登録の有無にかかわらずおおよそ

１万頭くらいいたんじゃないかということなんですけ

れども、津波で４分の１くらいが亡くなって、やはり

同行避難の頭数は少ないです。これはあくまでも推定

ですから、もうちょっといるのかもしれません。ボラ

【スライド 50】

【スライド 51】
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【スライド 52】

ンティアさんが 2,000 頭くらい連れて行ったんだろう

と。残った 5,000 頭のうち８割は飢餓、衰弱死と。お

およそ１カ月くらいで室内とか、そういう囲われた中

にいた動物は亡くなっていると言われています。結果

的に 400 頭が生存してるのではということなんですけ

れども。【スライド 49-51】

【スライド 53】

　これ 20 キロ圏内に突入するということで、南相馬の

馬事公苑というところでいろいろ計画を練ってるとこ

ろです。

　こういった形で６月、今はどうかわかんないですけ

ど、非常に検問が厳しい状況です。当然のことながら

福島県警というのはほとんど見ることもなく、あちこ

ちに多分、分散してるんです。全国のいろんな自衛隊

さんや警察の方が来て、福島県の治安を守ってると、

現在もそうです。なかなか入り込めないはずなんです

けれども、いろんなボランティアの方たちがどっから

入ってるのか、海から入ってるとか、山から入ってる

とか、いろんな話はあるんですけど、いろんなとこか

ら入って動物を保護したりとか、御飯をやったりとか、

いろいろやってるということで攻防戦をやっておりま

す。現在もそうです。【スライド 52-53】

　中に入るには町村長の許可が必要になるということ

で、なかなかこれも簡単にはおりないです。当然、震

【スライド 54】

【スライド 55】

【スライド 56】

【スライド 57】
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災以降は治安がすごく悪くて、私が 20 キロ圏内に入っ

たときもそうなんですけど、ことごとく民家の玄関は

こじあけられて、道路から茶の間がもうそのまま見え

る状況です。窃盗というか盗難です。

　こういった形で、ここはたまたま近隣の農家さんの

牛とかも含めて全部預かっていて、奥のほうは全部な

くなっているんですけれども、生存してる動物にはちゃ

んと定期的に立ち入り許可をとってえさをやりに行っ

てると。

　これは借り物の写真で４月ごろなんですけれども、

やっぱり牛舎というか囲われた環境にいる動物はもう

死んでいるという状況です。この段階ではまだ埋葬も

してはいけないと、今はどうなってるかわかんないん

ですけど、勝手に埋めちゃいけないということです。

【スライド 54-56】

　こういった至るところが全壊というか、道路なんかは

もうほとんど波打つように車で入っていけないんです。

歩いてどんどん入っていくしかないんですけど、一見

これ普通の道路っぽく見えるんですけど、もう波を打っ

てとても車では入れない状況です。民家も一見普通っ

ぽいんですけど、ほぼだめです。【スライド 57】

　これは大熊というとこの養鶏場なんですけれども、

当然やはり全部亡くなってるという状況です。
【スライド 58】

　これはよく見る光景なんですけども、首輪してます

から飼われてたわんちゃんです。このとおり、亡くなっ

て相当時間たってる状況です。【スライド 59】

　これは富岡というところ、原発から 10 キロ前後のと

ころなんですけれども、学校飼育動物です。これは当

然、みんな亡くなっていると。言えば切りないんでしょ

うけれども、学校飼育動物のこういった大震災時はど

うするかという問題、こういうことまでやっぱり考え

ていかなきゃいけないときなのかもしれません。

【スライド 60】

　これはたまたま我々が入るときに、ここの農家の方

に、もし生きてたら御飯やってきてねということで御

飯やりに行ったら生きてるんです。この子を保護して

きたかったんですけれども、どっかに子供がいると、

近くに、ということがあったもんですから、子供見つ

けることができなかったもんですから、この子を連れ

帰ることはできなかったんですけど、御飯とお水をいっ

ぱいあげて帰ってこざるを得なかったと。ここ、小さ

い牛を飼ってる農家さんで、亡くなった牛の上にはブ

ルーシートがかけられておりました。【スライド 61】

　これ原発から３キロの養豚場です。これよく見ると

【スライド 58】

【スライド 59】

【スライド 60】

【スライド 61】
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【スライド 62】

【スライド 63】

【スライド 64】

【スライド 65】

後ろ足で、これ腰で背骨がある、生き物の形跡がある

んです、これはあごの骨とか背骨とか。これ入る前に

この光景ですから、中は相当なことになってるんだろ

うなと思って中に入りました。こんな状況です、折り

重なるように亡くなってると。もうここ、すごく大き

い養豚場なんですけど、すべてがやっぱりこのような

状況です。やっぱり囲われた豚舎といいますか、そこ

はもう生きていけない状況です。白っぽいのは消石灰

をまいてるんです。どれだけの意味があるかわかりま

せんけれども、消石灰をお決まりのごとくまいてると。

【スライド 62】 【スライド 63】

　これは水が飲みたくて、たまたま豚舎から出れた子

たちなのか、水の中に入って死んでると。ここ、帰ろ

うと思って出たら数頭の豚が、５頭ぐらいいたと思う

んですけれども生きてるんです。びっくりしました。

この子なんかやせ細って、非常に水を飲みたそうにし

ていたもんですから、ペットボトルの我々の持っていっ

た水をかき集めて飲ませたらがぶ飲みです。かわいそ

うですが連れて帰ることはできませんでした。

【スライド 64-65】

【スライド 66】

　当然、牛舎の牛はみんな亡くなっているんですけど、

いわゆる野良牛という放れた子たちは非常に元気です。

このころ、まだ６月ですから草も豊富で水もあるとい

うことで闘牛というか、非常に楽しそうにやって、や

せていないです、毛づやもよく元気に走っております。

今、どうなったか、佐藤先生から話があると思うんで

すけれども。【スライド 66】

　これは原発の第一原発の入り口のところです。この

ときでもう 50 マイクロシーベルトぐらいありました、

車の中でもそのぐらいありました。【スライド 66】

　こうやって国道を走っていますと、いろんなとこか

らわんちゃんが出てくるんです、車を見ると寄ってく

るんです。こういった形で寄ってくるんですけれども、

５メートルぐらいというか、５メートルか 10 メートル
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【スライド 67】

【スライド 68】

ぐらいの距離はちゃんと保って寄ってこないです、そ

れ以上は。これは我々がまいたんじゃなくて、各所に

原発の方とか、警察とか、中入られてる方がいろんな

ところにこうやってフードをまいていると。これ、一見、

袋に入ってるんですけど、ちゃんと一部破ってあるん

です、食べれるようにして。でも、雨が降ってもぬれ

ないというか、そんな状況で置いて、いろいろあちこ

ちにこんなところがあります。【スライド 66】

【スライド 69】

　これは浪江の、ここ浪江といってもそんな都会じゃな

いんですけど、ここ、すぐ駅なんです、駅からもう 50

メートルぐらいのところで、水たまりに気持ちよさそ

うに豚がつかっているという状況で、近寄っていった

【スライド 70】

らすたすたと逃げるようになれた足取りで路地をずっ

と入っていって、結局、民家に暮らしてるんです。フロー

リングのところにどうも暮らしているようで、この子

たち見ても決してやせてもいないですし、やっぱり放

たれてる動物というのは、ダチョウもそうなんでしょ

うけれども比較的元気です。【スライド 69】

　たまたまえづけをしていたのか、ここで何頭かのわ

んちゃんたちを捕獲して、これは連れ帰りました。ただ、

さっきの福島第１シェルターとか、そこにはなかなか

入れることができなくて、これ法律の問題等も絡むと

思うんですけれども、これ後でちょっと説明します。

【スライド 70】

【スライド 71】
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　これが今は車で帰れるんですけれども、この当時と

いうのは５月から８月いっぱいまでです、一時帰宅を

こういったバスを使ってやっていて、こういったビニー

ル袋に入れて家にあったものを持ち帰ってもいいと。

これ数個しか持ち帰れないんですけれども非常にかわ

いそうな状況です。【スライド 71】

　これ、不謹慎なんですけど記念撮影したんですけど、

ここ非常に「原子力、明るい未来のエネルギー」非常

に皮肉な看板ですよね、これを写したくて我々のチー

ムで撮った写真です。【スライド 72】

　ちょうど我々が南相馬から入ったときに原子力災害

現地対策本部長から電話をいただきまして、すぐ県庁

に来てくれと、その足で。さっきの馬事公苑から県庁

に行って、原子力災害現地対策本部長、経済産業省の

大臣政務官です、呼ばれて、やっぱり一時帰宅とは別

個にいろんなクレームが国に入ってると、何とかでき

ないのか、ペットを。環境省が行ってる活動とは別個

に何かしたいということでちょっと話し合いたいとい

うことで来てくれということで伺いました。これ彼が

出してたブログです。【スライド 73】

　ここでさっき 20 キロ圏内からそのまま行った姿なん

ですけれども、ここでいろいろ内部の状況をお話しし

て、こっちの横には経産省と環境省のお役人さんが 20

人ぐらいいて、その中で会議をして、別個に何かでき

ないかということでお話をしました。【スライド 74】

　　それから数日後に今の本部長が、これ経産省、こ

の３人が経産省です。この方が福島県の食品衛生課の

課長です、福島県の動物救護本部長です。こちらが環

境省さん、これはﾊﾞﾊﾞ先生です。あとこちら、県獣医

師会のメンバーで何かできないかと、一時帰宅とは別

個に何かやろうよという話で、ちょっと微妙に経産省

と環境省さんの温度差がある中、強引に進めてしまっ

たんですけれども、なかなか法律の問題とか、そうい

うのがあって、オペレーション、何度かこの後にやっ

たんですけれども、２回くらいで、いわゆる民間はやっ

ぱり入ってはいけないと、民間人は獣医であろうがだ

めだということで２度ばかりやって終わってしまいま

した。あくまでも警戒区域からの動物の保護というの

は、ここに書いてありますとおり、環境省と県が行う

べき行為であって、民間人は言葉は悪いですが入るな

ということになってしまいました。【スライド 75】

　保護活動としては、まず４月から５月のいっときで

すけど、どういった状況になってるのかという状況調

査、この後、説明します。あと５月 10 日から８月の終

わり、26 日までだったか、一時帰宅に合わせた動物の

【スライド 72】

【スライド 73】

【スライド 74】

【スライド 75】
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【スライド 76】

【スライド 77】

【スライド 78】

【スライド 79】

保護活動というのをやってます。その後、その間もずっ

とこんなことがあって、あとこれは警戒区域から保護

した動物はシェルターで管理してるんですけど、ここ

は県とか獣医師会がやってる救護本部が管理主体とな

りなさいと。これからお話ししますけれども、シェル

ターは現状で二つと。あと県は第３シェルター構想と

いうのがあったんですけれども、これは多分、実現は

しないと思うんですけれども、この二つで何とか完結

したいと考えております。【スライド 76】

　これが今の最初の調査で入ったとき、この状況です。

頭数はそれほど多くないんですけれども、外部被爆が

どんなもんかということを県とか環境省さんがやって

いたと思うんですけれども、最大時に７万 1,000cpm

というのがあるんですけど、除染対象は多分、10 万だっ

たと思うんですけれども、ですからマックスでも７万

ですから、ほかはずっと低い状況ですから外部被爆の

問題はないだろうと。今になって内部被爆はどうなっ

てるんだという話は当然ありますけれども、それ今後

の課題ということです。【スライド 77】

　これ今の調査に引き続いて５月から一たん飼い主さ

んが一時帰宅をした際に動物を見つけて、それをケー

ジに入れるとか、外につないでおいて、それを後で回

収してくるという作業です。これによって非常に多く

の動物が救われています。去年の暮れには、我々が入っ

た以降、初めて民間団体を入れて、ただ、捕まえた動

物は自己責任ですよということで捕獲をしております。
【スライド 78】

　ここの５月から８月の一時帰宅の内訳です。収容頭

数は犬 300、猫 191 と、亡くなったのは、いろんな原

因で亡くなってるんですけれども、保護された段階で

もう瀕死の状態である子も結構、夏なんかは多かった

です。脱水をしてひどいという状況で亡くなってる子

もいます。飼い主さんに返還されたのは意外に少ない

です。これは一時帰宅に伴う保護ですから、ほとんど

飼い主さん、わかってる状況です。でも実際、手元に

持って帰るというのが少ない。当然、飼い主さんたち

は避難生活をしていますので、すぐ動物を引き取れな

いという状況で、今もまだシェルターにいる動物の７

割、８割というのは譲渡とかではなくて、まだ飼い主

さんが所有権を放棄せずにいますんで、いつまで続く

のかというのが今後の大きな課題です。【スライド 79】

　今も続いていますけども、国内のいろんな県からも

いろんな職員の方がお手伝いに来られて、いろんな活

動を支援してくださってます。【スライド 80】

　これは別に学会の話ではないんですけど、学会を通
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【スライド 80】

【スライド 81】

じてこんな話をすることで日本各地に現状をお伝えし

たいということで、私も含めていろんなところでお話

をさせていただいております。これは去年の６月、大

阪でやったＷＪＶＦという学会です。この２人は被災

した獣医師です。こんな状況で現実はどうだったんだ

という話をさせていただいております。【スライド 81-83】

　これは７月にやった動物家族の会という、これは震

災チャリティーのプロジェクトとしての学会といいま

すか、そういったものがあって、ここでもいろいろお

話をさせていただきました。ここではこういったトレー

ラーハウスというんですか、これは大きい 40 フィート

【スライド 82】

【スライド 83】

【スライド 84】

【スライド 85】

【スライド 86】
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のものなんですけれども、あと 20 フィートの二つと、

これを震災地に送ると、そういった意味での学会でし

た。これは学会が終了してみんなサインというか、い

ろいろ頑張れとか、そういったことを書いてくださっ

てる状況です、ｲｼﾀﾞ先生も書いてます。【スライド 84-87】

　そんな中、これは去年の４月にこういった長い名前の

協議会が立ち上がって、大学の先生初め、日本国内の

いろんな方々の名前を連ねてやってるんですけど、こ

れは動物ではなくて被災した獣医師を何とか救えない

かと。当然、亡くなった獣医師というのはいないんで

すけれども、病院がなくなっちゃったとか、福島に至っ

ては放射線でもう汚染されて帰れないという先生もい

らっしゃいますんで、そういった人たちに少ないなが

らも何か援助をしたいということで、こういった協議

会をつくりました。【スライド 88】

　こんな形で被災地応援セミナー from 北海道というこ

とで、北海道の大学や民間の先生たちが定期的に岩手、

宮城、福島で獣医師を元気づけるセミナーを開くと、

こういったことをやってます。【スライド 89】

　これは９月の日本臨床獣医学フォーラムです。ここ

でも震災コーナーというのがあって、こういった発表

をしたり、被災した獣医師も含めてお話をさせていた

だきました。【スライド 90-91】

【スライド 87】

【スライド 88】

【スライド 89】

【スライド 90】

【スライド 91】

【スライド 92】
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　これはもう山根会長のいる動物臨床医学研究所です。

ここでも大々的に福島、震災地への義援金を募ってい

ただいたりとか、ポスターを張っていただいたりとか、

いろいろ支援していただいております。【スライド 92】

　これがやっとできた第２シェルター。10 月です。も

う震災から随分時間がたってしまったんですけれども、

これはさっきもずっと会議ということをやっていたん

ですけど、なかなか意思の統一化ができないというこ

ととか資金的な問題、いろんな問題があっておくれて

しまったんですけれども、去年の 10 月からオープンし

ました第２シェルターです。

【スライド 93】

【スライド 94】

【スライド 95】

【スライド 96】

　これ一見派手なつくりなんですけど、もともとパチ

ンコ屋さんだったところを借りて、改造してつくって

いる状況です。非常に土地は広くてこういうのどかな

山で、民家はこっちのほうにあるんですけれども、こっ

ちはずっと山で駐車場が広くあって、こういった屋根

つきの運動場になりそうなものとか、ここが実際、収

容されているところなんですけれども。ここの外には

さっき動物家族の会からいただいた、これ、もともと

この小さいのは石巻に行ったんですけど、石巻のシェ

ルター閉鎖してから福島に来ました、こんな状況です。

【スライド 93-95】

【スライド 97】

【スライド 98】
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　ちょっと写真少ないんですけれど、これわんちゃん

の部屋です。これ猫ちゃんの部屋です。ちょっと派手

かもしれません。こういった診療室とかトリミングルー

ムとか、第１もそうなんですけど、第１、第２ともに

被災した獣医師がシェルターの管理獣医師として駐在

しております。【スライド 96-98】

【スライド 99】

【スライド 100】

【スライド 101】

【スライド 102】

   これがシェルターの基本的な運営方式なんですけれど

も、あくまでも福島県の動物救護本部というのがあっ

て、ただ、この施設に関しては県獣医師会の会長が一応、

責任者として置いて、あとこういった事務部門、医療

部門、あと飼育管理部門、三つに分けて、チーフとか

副チーフを置いて運営しております。

　結局、ことしの１月 15 日現在で犬の保護総数が 540

頭、猫が 212 頭。ちょっと今は数が変わって、第１シェ

ルターからだんだん第２シェルターのほうに移しつつ

も運営しております。【スライド 99】

　これ、仮設住宅内の動物施設ということなんですけ

れども、これ福島県、各被災した自治体が義援金申請

していたんですけれども、みんな却下されてしまって、

これは民間のさっきのチームがつくってくださった郡

山の施設です。こんな状況です。【スライド 100-103】

【スライド 103】

【スライド 104】
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【スライド 105】

【スライド 106】

【スライド 107】

【スライド 108】

【スライド 109】

　お金の話は余りしたくはないんですけれども、義援金

に関して、福島県もいろいろ話があってトータル１億

6,000 万円くらいいただきました。このうち救援本部か

らの配分というのが 9,300 万円です。こんな状況でい

ろいろ使ってきて、今、6,000 万円弱くらい残ってるわ

けではなくて、これは今、シェルター二つの運営費用

が 500 万円から 600 万円、１カ月にかかるんです。で

すから、これでも多分 10 カ月くらいしかもたない状況

です。

　 こ ん な 形 で 義 援 金 を ず っ と 申 請 を し て、 最 初 は

100％来たんですけど、だんだん削られて、最後２分の

１ということでどんどん削られてしまって、思ったよ

りお金が入ってこないというのが現実で、そこがちょっ

と問題です。

　今後、こういった形でシェルターの運営には 500 万

円、今は寒い時期で光熱費がかかって五百数十万円、

２カ所でかかってしまう状況です。そんなこともあっ

て福島県からは医療面に関してはもう出さないよ、義

援金使っちゃだめということで、獣医師会に集まった

義援金だけを食いつぶしにしてる状況です。今後あと、

またことし一斉保護とか、そういったものにはお金か

かるし、閉鎖をするとなればまたお金がかかって、さっ

きのパチンコ屋さんも現状復帰で戻さなきゃいけない

状況ですので、結構お金がかかるという状況です。

　課題はたくさんあるんですけれども、今後の課題と

してはこういった、なかなか福島県とか獣医師会なん

ていうのはそんな力がないですから、もうちょっと国

を中心とした何か大災害時の動物の救援するマニュア

ルというか、具体的に何かつくっていただきたいとい

うのが一番感じるところです。あとお金をどのように

集めて使っていくかというところです。

　出口のスムーズ化ということなんですけれども、飼

い主さんがどんどんシェルターの動物、所有権を放棄

していただければ譲渡とか、いろんなことできるんで
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すけど、現状では７割、８割の方は所有権を放棄しな

いという状況ですんでどうするかと。いろいろ県とか

国も今後、踏み絵ではないですけど、どうしますかと

いうことで飼い主さんに迫っていくという状況なんで

すけれども、いかんせん、やっぱり飼い主さん、心に

傷ついてますから、余り強い口調では迫れないという

のが現状だと思います。

　あと同行避難、これに関してもここの大きい組織と

かマニュアルができないと、単に同行避難といっても

避難所での動物の受け入れができなかったりとか、い

ろんなやっぱり問題ありますから、やはりここです、

ここを何とかしていただきたいということがあります。

　あと広報活動、こんなことあるんですけど、福島は

放射線の影響もあってボランティアさんの数も少ない

ということで、これもどうしたもんかなと、皆さんに

お願いしなきゃいけないことなんですけれども。

　あと、ぜひさっきの第２シェルターというのを県が

本当はやっていただければいいんですけれども、それ

ができない場合は何か獣医師会とかＮＰＯさんとか、

そういったところで何かあそこを残して、今後やっぱ

り福島県のこういった動物救護に関しても何かいい結

果を残したいなと考えております。

　あと、常日ごろの防災訓練とか、しつけとか、マイ

クロチップとか、そういうものを我々はもっと普及さ

せていかなきゃいけないということを痛切に感じてお

ります。

　どうも御清聴ありがとうございました。以上です。


